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 ５月７日(火)から六日間行われた教育相談では、お忙しい中、保護者の方に来校して頂き、

担任からお子さんの学校での様子をお伝えし、家庭での様子を聞かせていただくことができ

ました。学校と家庭がお子さんの状況を共有する貴重な機会となりました。お子さんの健や

かな成長のためにも、学校と家庭が状況を共有し、連携して子供たちの成長を支援していく

ことが大切と考えます。 

 これからも、何か気になることがあれば、いつでも学校に連絡して頂きたいと思います。

学校からもお子さんの様子で気になることがありましたら、連絡させて頂きます。 

三年生から五年生の教育相談では、４月に実施した国語・算数の標準学力検査の結果を各

保護者に配りました。この検査は、各学年の基礎的・基本的な内容が児童一人一人にどの程

度定着したかをみるものです。学校では、学年ごとにこの検査結果を分析して、今後の指導

に役立てていきます。ご家庭に個人カード「あなたの学習のようす」を配付しました。まず

は、お子さんの頑張りを認めてあげてください。その上で、お子さんの昨年一年間の学習内

容の定着状況をみて、今後の学習を進める上での参考にしていただきたいと思います。 

 

 

 

 ５月 10 日(金)、交通安全教室が行われました。一年

生が「道路の歩き方」、四年生が「自転車の乗り方」に

ついて勉強しました。いつも子供たちの登下校を見守っ

てくれている伊勢崎警察署の署員の方、交通指導員の方

に来ていただきました。 

 一年生は、「自分の命を守るため」伊勢崎警察の方か

ら次のお話を聴きました。 

①歩道のあるところは歩道を歩く、歩道のないところは

右側の白い線の外側を歩く 

②道路に出るときには必ず止まり、右・左、もう一度右を確認する 

③道路を渡るときには、横断歩道を渡る 

④横断歩道は、信号が青になっても、周りをよく見て、車が来ないことを確認(特に曲がって

くる車が来ないことを確認)してから、車に気づいてもらえるように右手を上げて渡る 

⑤歩行者信号がチカチカしたら渡らない 

 

 四年生は、伊勢崎警察署の方から、次のお話を聴いて、

実際に自転車に乗って指導を受けました。 

①自転車は、車の仲間であり、自分の命を守ると同時に

歩いている人の安全と命を守る 

②道路の左側を走る、道路を横断するときには横断歩道

を渡る 

③自転車に乗る前の「ブタハシャベル」を実践する 

④自転車に乗るときには、自転車の左側から乗り、こぎ

出すときには右足からこぎ出す 

 

 

『楽しい!!』『おもしろい!!』『うれしい!!』気持ちがあふれる学校 

 境剛志小だより  ＮＯ．３ 

令和６年５月 30日 



『ふるさと資料室』が公開されています 

たてわり班で異学年交流 

気温が高い日もあります。熱中症対策をしましょう!! 
・水分を十分にとる 

・規則正しい生活を心がけるー朝食・休養・睡眠  

・温度変化に対応できる衣服の着用、晴れた日には帽子をかぶる  

・気温、湿度、暑さ指数が高い日には、マスクを外す  

「自分の体の内面をよく観察して、何か変だと感じたら近くの人に声をかける」  

 

⑤乗り出すときには、左右・前後の安全確認を習慣にする。特に自分の右後ろ側をよく確認

する 

⑥歩道を走ることもできるが、歩行者のいるところや危険を感じる場所では、自転車を降り

て押して歩く 

 

 交通事故については、みなさん自身が気をつければ防げる事故もあります。自分の命と安

全を守るために、交通ルールやマナーは必ず守りましょう!! また、自転車は歩いている人

にとっては、車と同じです。歩いている人の安全を守ることも必要です。 

 また、自分の周りにしっかりと目を向け、「危険な場所はないか」、「そこにどんな危険が

あるか」を想像しながら、行動しましょう。そうすることが、自分の命と安全を守ることに

なります!! 

 終わった後に、伊勢崎警察署の方から、「とても良く自転車に乗れていました」というお

言葉をいただきました。今回、勉強したことをしっかりと活かして、生活をしていきましょ

う!! 

 

 
 

 南校舎一階東側にある「ふるさと資料室」が公開されて

います。 

 子供たちは、休み時間に資料室を訪れ、昔の用具や遊び

道具に触れたりしています。公開日に担当として来てくだ

さっている地域の方々から説明を聴き、目を輝かせていま

す。保護者の方、地域の方も是非一度見学してみてくださ

い。 

 今後の公開予定日は７月、８月、３月を除く、各月の第

三木曜日、10:00～12:00・13:00～15:00 となっています。 

 

 

 

 ５月 17(金）の朝行事は、今年度最初のたてわり集会

でした。年間七回の集会で班ごとに校庭や教室での活動

を楽しみます。今回は、六年生の班長・副班長を中心に、

自己紹介とこれからの活動計画を相談しました。 

たてわり集会に限らず、剛志小の 20 分休みや昼休み

は、高学年と低学年が一緒になってドッチボールをした

り、学年が入り乱れてのサッカーが行われたり、各学年

が混ざってのあそびが、校庭のそこかしこで行われてい

ます。高学年の子供たちは、やさしく低学年の子供たちと一緒に遊んでくれています。低学

年の子供たちもとてもうれしそうに高学年の子供たちと遊んでいます。 

たてわり集会や普段の学校生活の中で異年齢の子供たちがお互いを思い合いながら一緒に

遊び、助け合い、励まし合う中で、高学年の子供がリーダーシップを身に付け、低学年の子

供にとっては、高学年の姿を目指す姿とする気持ちが育っていきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


